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Greetings from the Representative Director

一般社団法人戦災復興支援センター
（WDRAC）

代表理事 長尾彰

着実な支援の実行と、継続を。
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日頃よりWDRACへの温かいご支援を賜り、心より感謝申し上げます。
皆様のお力添えのおかげで、私たちは3期目を無事に終え、4期目の一歩を踏み出しました。

この1年間を振り返ると、戦災や紛争の被害を受けた地域で、目の前の一つひとつの支援活動に地道に向き合
う日々でした。その中で、ウクライナに訪れることで多くのアンサングヒーローたちと出会う機会に恵まれま
した。紛争地域で避難者の支援を続けている方は、物資が不足する中でも「ここに来てくれるだけで、私たち
も救われています」と笑顔で話してくださいました。その言葉が、私たちの活動の意義を改めて実感させてく
れました。

一方で、世界情勢は依然として厳しい状況が続いています。パレスチナ・イスラエルの争い、ロシアとウクラ
イナの戦闘、そして各地で絶え間ない紛争…。その影響を最も受けるのは、声を上げられない人々です。これ
から先も、こうした不透明な未来に直面しながら、支援を必要としている方々にどれだけ寄り添えるのかが問
われています。

だからこそ、私たちのような草の根の活動がこれまで以上に求められているのだと感じます。大きな仕組みや
制度だけでは届かない、人と人との繋がりから生まれる「支え」が、今ほど必要とされている時代はないので
はないでしょうか。
私たちは引き続き、現場の声を聞きながら、小さな一歩を大切に進めてまいります。
これまでの活動を支えてくださった皆様の思いが、紛争地で暮らす方々にとっての「希望」になっていること
を、どうか忘れないでください。そして、これからもアンサングヒーローたちと共に、ひとつひとつの命を守
り、未来を紡いでいきたいと思っています。

どうか引き続き、WDRACへの変わらぬご支援とご協力をお願い申し上げます。
共に、一日も早い調和と平和が訪れることを祈りつつ。
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We support
those who support.

「支援する人たちを支援すること」が私たちの目的です

Manifest
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Keep Going
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WDRAC



5

Activities

02
普及啓発事業

・WDRACのホームページから、情報発信や寄付受付けのハブとしていく

・YouTubeでのWDRAC RADIOや、TwitterなどのSNS実施

・イベントやセミナーの開催

・その他PR活動（NHK「おはよう日本」などで紹介されました）

https://www.nhk.jp/p/ohayou/ts/QLP4RZ
8ZY3/blog/bl/pzvl7wDPqn/bp/pa7ew4vXR
p/

https://www.youtube.com/watch?v=ngLbq0
66CyE
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寄付事業

・寄付受付のハブとして、 WDRACのホームページを公開。その中で、

個人からのスポット寄付の他、マンスリー寄付、クラウドファンディング寄付などを実施

・各所にて、WDRACのポスター・パンフレットの配布を実施

・チャリティコンサート、商品販売連動型寄付など、多様な募金方法を実施

支援対象者の顔と実態が分かる活動への金銭的支援活動を実施。
また、そのための募金活動を日本国内にて実施。

戦災復興支援に向けての公益活動を推進・啓蒙し、
関心やボランティア精神の涵養を図っていく活動。

https://wdrac.org/



Our Features
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顔の見える支援先。密なコミュニケーション

寄付はほぼ100%を現地に回す

現地の経済も回し、自立も支援する

WDRACは、学⽣、会社員、広報、デザイナー、教員、経営者、アスリート、アーティスト、税理⼠など多種多様なバック
グラウンドを持つメンバーの活動によって支えられています。それぞれの専門性を活かし、仕事や学業の合間の時間を少し
ずつ持ち寄ること、またチーム単位での作業と連携をすることで効率の良い活動を実現することができています。日常の活
動はすべてがオンライン上でのやりとりで進めることで、無理のない活動参加を可能にし、また、低い運営費とすることが
できています。

WDRACは日本で物品を購入して現地に送ることは殆どしません。現地で活動するアンサングヒーロー達に金銭的な支援を
行います。彼らは、そのお金で支援物資を購入するなどの活動を行います。
そのため、現地経済にお金が循環することになり、支援に使用した金額はほぼ100%現地復興に回っていくことになりま
す。そして、自立支援へとつなげていきます。

私たちWDRACの支援先の人々は、大きな組織には属さず、個人で、草の根のネットワークやコミュニティと連携しながら
支援活動をしています。私たちは、そんな彼らを「unsung hero（アンサングヒーロー、名もなき英雄）」と呼び、支えま
す。必要なときに必要な人に必要な物が効果的に届けられるように、彼らと日常的な情報共有の機会を持ち、現地でどのよ
うな対象に対しどんな支援をするか、どれくらいのコストがかかるのかを共有した上で、寄付金を決定・送金しています。



Unsung Heroes
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Message from Oleg Chernov

WDRACコミュニティの親愛なる友人たちへ

治療が必要な孤児のために、寄付か
ら医薬品も調達し適切な医療が受け
られるよう支援

WDRACの寄付により調達したバン
で、病院や高齢者施設、孤児院など
支援が必要な人達に支援物資を運搬

キーウ近郊の孤児院への支援活動

コミュニティーのメンバーひとりひとりに感謝します。
私たちは一緒に、共通の必要かつ非常に価値のある活動を行っています。
私たちの行動に対して、さまざまな年齢の子供たちが、深く驚いた表情で応えてくれました。
彼らは人⽣に甘やかされておらず、基本的に贈り物に慣れていません。普通の子ども時代とはまったく違うのです。
私たちは、そんな彼らの人⽣を少しでも明るくすることができます。
それは、大変価値があるものです。
受け取った寄付は、ウクライナのニーズと的を絞った援助のために支出しました。
特に、キーウ近郊の２つの孤児院に対する重点的な支援は、大きな効果をあげることができました。
今後もこれらの孤児院や戦争孤児・遺児のための活動が続けられるよう、資金の調達と支援の計画を含め引き続き活動を続
けていきます。
WDRACへの支援とウクライナへの関心を寄せていただくと共に、これからのパートナーシップに心から感謝を伝えます。
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オレッグ・チェルノさん

Oleg Chernov



Introduction of Unsung Heroes Activities

WDRACヨーロッパを立ち上げ

家族とともに支援活動を継続中

安全に関する状況は好転せず、頻繁
に避難命令が発令され、シェルター
に駆け込む日々

WDRACヨーロッパを設立、ブルガ
リアでEUに法人登記

侵攻が始まる前からボランティア活
動をしていた孤児院や障害児施設で
の活動を展開

ウクライナのキーウ在住のオレッグさん。侵攻直後、ご家族は隣国の親戚のもとに避難しオレッグさんは飼い猫と自宅に残

りました。繰り返される長距離ミサイルやドローンでの空爆・攻撃が続く中、彼は武器を持たないかわりにハンドルを握

り、病院・障害児施設・老人保健施設・孤児院など国外に退避することができない人達のために、食料や医薬品、⽣活に必

要な物資を届け続けています。

そんな彼をサポートする上での最大の課題は、日本からウクライナの銀行に送金ができない、という課題でした。模索と協

議の末、WDRACヨーロッパを設立、EUに法人登記をし、ブルガリアの銀行に口座を開くことでこれまでの個人の活動から

団体としての活動にシフトしました。

国外に避難していたご家族もキーウに戻り、オレッグさんと支援活動を共にしています。

戦争の長期化に伴い、孤児・遺児の数も増加の一方を゙辿っています。医療・教育・福祉の現場での支援ニーズが高まる中、

被災者でもあり支援者でもあるオレッグさんの活動を継続的に支援していきます。
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オレッグ・チェルノさん

Oleg Chernov



Message from Patricia Kudo

パトリッチア・クドーさん

Patricia Kudo

ルーマニアの都市、クルジュ・ナポカのウクライナ避難民センター、ドブラ・ハタから愛を込めて、心から感謝をお伝え
します。
私たちのすべての活動、クルジュ・ナポカの大規模な難民コミュニティへの日々の活動や、避難民を対象とした数々のイ
ベントや取り組みは、皆さんの大きな助けによって可能になりました。
すべてはみなさんのおかげです。
ありがとうございます。

歴史に残るような取り組みのすべてを可能にするために努力してくださった皆様に感謝します
この大きな世界でどんなにひどい破壊があっても、私たちはポジティブなエネルギーをもって平和と人類のために挑み続
けます。挑み続けます
これこそが、私たちの⽣活におけるシンプルな真実なのです。

引き続きのご支援をよろしくお願いします。

親愛なるWDRACメンバーへ

ルーマニア国内外からの多
くのサポートによって活動
が支えられている

ドブラ・ハタには週末には1日あたり
100名程度の避難民が訪れ、そのほと
んどが母子

教師やカウンセラーなど、専門職の
スタッフがケアにあたる 10



Introduction of Unsung Heroes Activities

パトリッチア・クドーさん

Patricia Kudo

侵攻直後から、ウクライナからルーマニアに避難する人たちの支援を続けているパトリッチアさん。WDRACからの寄付

により難民センターを開設し、これまでに延べ3,500人を越える避難民をサポートしてきました。

拠点を設けることで活動は多岐に渡り、新⽣児と母親のケア、治療を必要とする人たちの通院のサポート、子供たちの

サマーキャンプや学習支援、日常的な食料品や衛⽣用品の配布、職を求める人への就労支援、心理療法家による心のケア

サポートなどを精力的に実施しています。

難民センターは「ドブラ・ハタ（優しい家）」と名付けられ、その名の通り祖国を離れて暮らすことを強いられる避難民

の「家」として機能しています。

ドブラ・ハタの特徴は、そこでの活動を支えるボランティアが避難⽣活を送るウクライナ人である点です。クルジュ・ナ

ポカの市民のみならず、避難民も共に助け合い、支え合うコミュニティが⽣まれています。

しかし資金面では大きな課題があり、WDRACとしても継続的な支援を行うために、様々な工夫が求められています。

避難センター「ドブラ・ハタ」を運営、学習支援から就労支援まで幅広く

活動

ドブラ・ハタの外観 衣類の交換会には多くの女性が集ま
り、情報交流の場として活用されて
いる

学習支援の場としても使われ、
専門のスタッフも常駐している 11



Message from Simon & Travis

サイモン・マッシーさん（写真右）

Simon Massey

WDRAC、アキラ、そして日本の素晴らしいサポーターの皆さん、このプロジェクトの資金集めにご尽力いただきあり

がとうございます。

我々はイギリスのサイモンとアメリカのトラヴィスです。

皆様のご支援のおかげで、アクション・ビヨンド・ワーズでは、ウクライナでの活動開始以来、ポーランドで人道支援

ボランティア本部を運営することができました。

この1年も皆様から素晴らしいご支援をいただき、ポーランドのメディカに拠点を設けたり、新しいバンを購入すること

ができました。このバンのおかげで、ウクライナ全土で活動する際の支援量とボランティアの安全が驚くほど変わりま

した。

寄付をしてくださった皆様、本当にありがとうございました。

今後とも、ウクライナの人々を支援するため、共に活動を広げていきたいと思います。

WDRACの寄付によってうんえ運営
されている「84」の内部は、10人の
ボランティアが宿泊できる

11月現在、4台のバンをフル稼働し
てウクライナ国内を駆け巡っている

ポーランドとウクライナの国境の町、
メディカの拠点は通称84と呼ばれる 12

ありがとう日本、今後とも共に活動を広げていきましょう



Introduction of Unsung Heroes Activities

トラヴィス・グードさん（写真左）

Travis Goode

ウクライナへの侵攻が始まり、サイモンがメディカに駆けつけ活動を始めた当初はサイモン個人の取り組みでした。そ

してトラヴィスが加わり、WDRACも支援を始め半年が経った2022年の秋、持続可能な組織的な取り組みにチャレンジす

るために、アメリカはカリフォルニア州にNGO団体として登記、Action Beyonds Words（行動は言葉を超える）という

法人名で活動を始めました。

ポーランド国境の倉庫街に拠点を設け、物資の集約と仕分け、車でウクライナ国内に入り避難所や病院、孤児院や福祉施

設などサイモン持ち前の交渉能力とトラヴィスのコミュニケーション能力によりネットワークが構築され、必要とされる

場所に必要とされる物が届けられるようになりました。

メディカの拠点には各国からのボランティアが集い、およそ2週間単位で活動が続けられます。活動場所の範囲は広く、

ほぼウクライナ国内全域を対象とし、時には戦闘が続く場所に極めて近い場所に物資を届けに行くこともあります。

イギリスやアメリカ国内においても、ウクライナへの人道支援の寄付は落ち込みを見せ、活動資金の調達が課題となって

います。

特に⽣鮮食品の物流は滞っているた
め、ウクライナ国内の避難所でも野
菜のニーズは多い

WDRACの寄付は彼らの手によって
確実に現地に届けられている

効率的にウクライナ国内を周り、避難
所までの「ラストワンマイル」を彼ら
が担っている
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NGOとしての活動をスタート、物資の運搬を中心に精力的に活動を続ける



About Donations
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29,013,939 円

寄付について（実績）



アンサングヒーローとのコミュニケーションについて

Project Review 事業振り返り 1/2
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運営体制について

15

2024



ボランティアについて

Project Review 事業振り返り 2/2
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募金活動について
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Financial Report 会計報告書 1/2

収入 4,018 千円

令和5年度決算サマリー （令和5年10月1日～令和6年9月30日）

寄付金 4,018 千円

支出 4,528 千円

収支差額 ▲509 千円
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支出内訳

活動支援金 支払手数料

地代家賃 備品・消耗品費

活動支援金 3,881千円

支払手数料 323千円

地代家賃 234千円

備品・消耗品費 59千円
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Financial Report 会計報告書 2/2



Thoughts for The Third Phase
第三期目に向けて

基本方針
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Thoughts for The Third Phase
第四期目に向けて



2.普及啓発事業
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Thoughts for The Third Phase
第四期目に向けて



3.戦災復興支援に携わる小規模市民ボランティア団体とのネットワークづくり

•

•
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Thoughts for The Third Phase
第四期目に向けて



Organization 組織概要
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代表理事

理事

アドバイザー

長尾 彰

向谷 一

鈴木 寛（東京大学、慶應義塾大学教授）

山口 明香

松本 潤二

監事 星 聡



Messages from donated members 寄付者からのメッセージ

経営するジュエリーの会社で、お客様に1点ジ

ュエリーをお届けする度に、100円を寄付する

という社内PJを4月に始めて、これまでに

3,000件30万円以上をヒーローたちに託すこと

が出来ました。僕を含め、会社のメンバー一人

一人がウクライナや周辺の国々で、日常が戻る

ことを祈り耐える人々、それをわが身を顧みず

助けようと活躍するヒーローたちに、毎月少し

でも心の片隅で思いを寄せられる機会になるよ

うに、支援を続けていきます。
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藤森隆さん

長野県

会社経営者

アンサングヒーローに想いを託してくださったメンバーからのメッセージ

経営者としてメンバー一人一人が関

心を持ち続けられる支援をしていく

「寄付をする」ってちょっと気恥ずかしくて

気おくれすることがありますよね。私もそん

な一人です。コンビニの募金箱に入れるのも

躊躇したりでも、うちのお店（洋菓子店）の

ワドラックの募金箱に寄付してくれる方は

本当にさりげなく、少しですけどって、、

その少しの気持ちが集まって集まって

アンサングヒーローへの大きな支援になること

実感しています。洋菓子店オーナー

少しの気持ちの届く先は・・

小島有加里さん

神奈川県
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CONTACT US

https://wdrac.org/contact/

活動内容や寄付の状況などについて、様々なメディアで発信しております。

メールでのお問い合わせをご希望の方は、HPにございます、プライバシーポリシーをご確認の上、お問合せページよりご連絡くださいませ。

メールのご返信には、数日間お時間を頂戴する場合がございます。あらかじめご了承ください。

お問い合せ

一般社団法人

戦災復興支援センター

（@WDRAC.official）

WDRAC

戦災復興支援センター

（@wdrac）

WDRAC

（@wdrac2022）

WDRAC

オフィシャルアカウント

(@WDRAC_official)



THANK YOU
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寄付はこちらから

WDRACのホームページから

簡単にできます。


